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研究成果の概要（和文）：アクティブ・ラーニングとICT活用による授業改善のための教員研修プログラムの開
発を行った小学校を対象にアクティブ・ラーニングの際に，どのようにICTが活用されているか学習活動の類型
化を図った．同時に，そうした学習活動のために基盤となるスキル等の種類を明らかにした．学習過程の繰り返
しによる学習の深まりのために，各学習活動にICTを加えることで質を上げるモデルを開発した．
　これらのための教員研修パッケージを開発し，教員研修を各地で実施した．これらの成果から，1）児童生徒
にICT活用を指導するための研修（5種類），2）教員がICTを活用するための研修（6種類）に整理し開発した．

研究成果の概要（英文）：A teacher training program was developed for active learning using ICT. 
First of all, in active learning, we tried to typify learning activities how ICT was used. It was 
clarified that the basic skills for learning activities are necessary. In order to deepen learning 
through repetition of the learning process, we developed a model such as raising the quality by 
adding ICT to each learning activity. We developed 1) teacher training (5 types) for teaching 
children to use ICT, and 2) training (6 types) for teachers to use ICT.

研究分野：教育工学

キーワード： アクティブ・ラーニング　ICT活用　教員研修　授業改善

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
新学習指導要領が一層充実して実施されるために，主体的・対話的で深い学び，いわゆるアクティブ・ラーニン
グやICT活用が重要な柱になっている．本研究では，効果的なアクティブ・ラーニングやICT活用のためのモデル
を開発するとともに，対応した教員研修を開発した点で社会的な意義がある．



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
 変化の激しい知識基盤社会にあっては，単に既存の知識や技術を習得するだけではなく，ICT 
を道具として活用した上で，新たな知識や技術を創造できるといった 21 世紀型スキルやキ
ー・コンピテンシーといった資質・能力の育成が重要とされる．「何を知っているか」だけでは
なく，それを活用して「何ができるか」までを見据えた教育が必要とされる． 
新学習指導要領の方向性を示した中教審の「論点整理」（2015 年 8 月）には，「習得・活用・
探究というプロセスの中で，問題発見・解決を念頭に置いた深い学び」「他者との協働や外界と
の相互関係を通じて，自らの考えを広げ深める，対話的な学び」「見通しを持って取り組み，自
らの学習活動を振り返って次につなげる，主体的な学び」といった新しい時代に対応した授業
改善の方向が示されている．いわゆるアクティブ・ラーニングの導入もその一つである． 
今後の初等中等教育における授業は「教師からの一方向的な講義形式」を中心としたものか
ら，児童生徒が協調して自立的に問題解決していくようなアクティブ・ラーニングを前提とし
た授業デザインが求められているといえよう． 
また，21 世紀型スキルやキー・コンピテンシーといった新しい時代の資質・能力は，ICT を
活用して情報を処理し，思考やコミュニケーションの道具として用いることなど，ICT 活用が
前提となっている． 
このような ICT を活用したアクティブ・ラーニングの視点に立った授業改善は，取り組みが
始まったばかりである．理念や考え方は広まりつつあるものの，特に，児童生徒による ICT 活
用を前提とした場合や，一般の公立学校で日常的に取り組めるような具体的で詳細な方法は，
まだあまり明らかにされていない．そこで，本研究では，まず，この点について明確にしてい
く． 
さらに，そのための教員研修の具体的な実施方法については，さらに情報量が少ないのが現
状である．こういった研修においては，受講者に具体的な成功事例を示したり，ICT を用いな
がらアクティブ・ラーニングで実施されたりすることが望ましい．そこで，本研究では，教員
研修の実施に必要な進行スライドやワークシート等の一式を含んだパッケージを開発していく．
1人 1台或いはグループに 1台の情報端末を備えた ICT 環境があれば実施可能な教員研修プロ
グラムとして，広く公開していく． 
 
２．研究の目的 
（１）従来の学習指導法との接続，指導すべき学習内容の量と授業時間との関係，不足がちな
ICT 環境など，公立学校の現状を踏まえれば一足飛びで実現できないことを前提に，ICT を活用
したアクティブ・ラーニングの視点に立った授業改善の方法を明らかにする．つまり，公立学
校での普及のために，高度で理想的なアクティブ・ラーニングを意識しつつも，段階的に現実
的に実現していく方法を明確にする．さらに，高次な学力育成は，1 度だけの学習指導で身に
つくものではないことから，日常的にできる実践も数多く取り扱う． 
（２）複数の教員研修モデルカリキュラムを開発する．さらに，カリキュラムの構成要素とし
て，教員研修パッケージを開発する．パッケージのテーマとしては，日常的に実施可能な ICT を
活用したアクティブ・ラーニングから，高度な探究的で協働的な学習活動に至るまで様々なテ
ーマを想定している．これらが組み合わされて，教員研修カリキュラムが構成されているよう
にする． 
このような仕組みにすることで，モデルカリキュラムを参考にしつつも，各地の実態に応じ
て，教員研修パッケージを選択したり組み合わせたりすれば，適切な研修が行えるようになる．
パッケージには，進行用のスライド，ワークシート等の教材，イメージを提供するためのショ
ートムービー等を含めると共に，受講者の実態等に応じて改変もしやすい状態で提供をする．
これらを実際の教員研修で試行し，評価を得て，修正をする．その上で，Web 上で公開する． 
 
３．研究の方法 
（１）2 つの小学校で，これまでに取り組まれてきた児童生徒による ICT 活用を前提としたア
クティブ・ラーニングから，教員研修として取り扱うべき内容を抽出する．これらから，公立
学校におけるアクティブ・ラーニングの視点に立った授業改善のために，教員研修カリキュラ
ムを開発する． 
（２）教員研修の実施に必要なワークシートや授業のショートムービー等の一式を含んだパッ
ケージを開発する.これらを実際の教員研修で試行し，評価を得て，修正をする．その上で，Web 
上で公開する． 
 
４．研究成果 
（１）ICT 活用を前提としたアクティブ・ラーニングに関する調査と体系化 
 2010 年度より児童全員でタブレット PCの活用を行っている広島市立藤の木小学校，2017 年
度から児童全員がタブレット PCを保有し持ち帰りも行っている渋谷区立広尾小学校，その他，
１学級分のタブレット PCのある富山大学附属小学校，江東区立小名木川小学校など５校を定期
的に訪問し，ICT 活用とアクティブ・ラーニングについての調査を行った．一方で，総務省の
フューチャースクール事業や文部科学省の学びのイノベーション事業の報告書，関連して出版
された図書を調査した． 



 その結果，タブレットPCの活用は，表１のようにまとめられ，
さらに，大きくまとめるならば，「課題の設定」「情報の収集」「整

理・分析」「まとめ」「発表」「ドリル」の５つに集約されること
が明らかとなった（特に雑誌論文 15）．このうち「ドリル」の活
用を除けば，いずれもアクティブ・ラーニングにおいて，重要
な学習活動であると考えられた．一方で，同時にこうした児童
による ICT 活用のみならず，教員による ICT 活用（児童 PC 画面
の一斉提示を含む）が，児童の PC利用の半分程度の回数で行わ
れていた．したがって，単に児童に PC の利用を指導するだけで
はなく，教員自身も電子黒板等の活用法に習熟していることが
必要であるといえた． 
 また，新たに PC が導入された学校や，学校に１学級分程度の
PC が整備された学校では，その活用の多くはデジタルカメラ機
能の活用であり，マット運動をビデオで撮影し，フォームを話
し合うといったことが行われていた．見た目にはアクティブ・
ラーニングといえるが，見た目や印象の話し合いに留まるケー
スが多く，学習が深まっているとは言い難いケースが散見され
た．それは，１）
児童がPCの基本
的な「操作スキ
ル」に不足して
いること，２）
児童が情報をし
っかり読み取っ
たりまとめたり，
伝えたりすると
いった「情報活
用スキル」に欠
けていること，
３）児童がある
意味の思いつき
で意見を述べる
など，事実を丁
寧に把握し，そ
れらを整理し考
察していくとい

った一連の学習過程
への理解が乏しく，
教員もほとんどその必要性
を理解できていないといっ
た理由が考えられた． 
 そこで，アクティブ・ラー
ニングの実質化を図るため
に，学習過程を定め，これら
について実践及び研修を行
っていくこととした．その際，
基本の学習過程を「探究的な
学習の過程」に定め，「課題
の設定」→「情報の収集」→
「整理・分析」→「まとめ・
表現」の各学習段階において
ICT を活用することとした．
例えば「整理・分析」の段階
では，表計算ソフトを用いて
グラフ化を図ることによっ
て，学習活動の質を高めると
いった発想である． 
 これらを体系としてまとめ（図１），実践や研修を行った（特に図書 03）． 
 
（２）教員研修のパッケージ開発 
 教員研修パッケージによる教員研修を東京・富山・広島・愛知で実施した．これらの成果か
ら，1）児童生徒に ICT 活用を指導するための研修（5種類），2）教員が ICT を活用するための

■児童による ICT活用を指導する体験研修 
１）ICT操作スキルの指導体験研修 
２）情報活用スキルの指導体験研修 
３）ICT活用を含む学習過程で学びを深めるための指導体験研修 
４）情報モラルの指導体験研修 
５）プログラミングの指導体験研修 
 
■教員による ICT活用の体験研修 
１）実物投影機による発問・指示・説明の充実体験研修 
２）フラッシュ型教材による基礎基本の習熟体験研修 
３）ICTを活用した漢字指導の体験研修 
４）デジタル教科書 
４－１）操作基本の体験研修 
４－２）機能習得の体験研修 
４－３）授業力 UPの体験研修 

表 1 児童のタブレット 
PC活用の類型 

図 1 アクティブ・ラーニングと ICT活用 

表 2 教員研修パッケージ 



研修（6種類）に整理し開発した（表２）． 
教員研修のカリキュラムは，地域の ICT 環境整備の影響のみならず，これまでに行われてき
た ICT 活用研修の頻度や内容，アクティブ・ラーニングに対する考え方による影響も大きいこ
とから，各地の事情に合わせて教員研修パッケージを選択して作成できるようにした．また，
教員が ICT を活用するための研修は，本研究の趣旨である ICT 活用とアクティブ・ラーニング
による授業改善の趣旨から考えると重点ではないとも考えられたが，児童生徒に ICT 活用を指
導する際や，学習課題を提示しアクティブ・ラーニングを実施する際に，普段から教員が ICT
活用に慣れている必要があること，多くの地域で児童生徒用の ICT 環境整備が十分になされて
いないことなどが，本教員研修の実施で明らかになったことから，分かりやすく位置づけ，選
択できるようにした． 
 上記の教員研修の実施に際して，ICT 活用による授業改善の前提となる「情報モラル」や「プ
ログラミング」を指導するための教員研修のニーズが高かったために，これらについて体験的
に学ぶ研修パッケージを追加した． 
 教員研修の際に必要なスライドやワークシート等は，教科書紙面など公開が難しいものがあ
るが，それらを除いて Web で公開した．また，Web フォームをつけて，必要な学校等に送るこ
とができるようにした． 
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